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林業労働J干の確保同3i:策として，従来.11:1，脳直に於て腕く行はれた林薬品直1~1土，人 1.1 稀ii.ltで、

努働力の似1・給不充分であった時代tこは相批の意義があった持iCJS.えられるのであるが労働力

が比較的時計となり， 11 ，]時 tこ農地のI\M~iiが!おく IIII Jljliこまで必!進められた現/1: 1こ沿いては，そ

の労働X-lí~:保i前定策としての，也jたは:たはれるか，或は減少 1 たので・はないかと将えられる.
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また，北海道では林業勢働者の大部分は農民であり，林業植民農家と否とにかかわらす"'，

一般に農家経済にとって林業賃勢働は重要な意味を持っている・ とれは山間または森林の周謹

に展開する農家に沿いて特に著しいと考えられる.

本稿は，農家経済の内部より，林業植民制度の現代的意味(悟史的なそれではなく)を検討

しあわせて農家経済と林業労働との儲!辿左究明しようとして行った調夜の結*でるる.調査

は昭和 25年 7月に行い， 調子E地として北海道大串雨龍演習林林内敏氏農家の2部落とー忠雄

家の 1部落とを選んだ・林内椋民部落の 1は森林内或は森林に近くイ{-在し，他の 1と一般部落

の 1とは森林より比較的離れて存在している. とれらの部落を比較し，且つ各部落に沿いて農

家階居を土中下に分って調夜L観察した.

調1'1:の弔慰iは林内航民農家と一般農家の経柄上より見た差異，農家経済の林業賃努働牧入

との閥係，及び農家勢{動力の農林その他への配分たどに置いた.

林業努働，とくに北海道の石rr材労働は著しく季節的であり，専業労働者が少ないので，熟

練努働者の確保国主主策は林業経管上から見て重要な問題である.また，農家経済に沿ける林業

賃』投入の比重を検討するととは，大部分の農家が農業牧入のみで生活を維持するととが困難で、

ある我園の現欣に沿いて，農業政策上重要な課題で、あるばかりでなく，森林と地元住民とのつ

ながりを考察する場合にも訣くべからざる基礎的な|問題でるる.

本稿は林内植民農家の貫態を分析するととにより， との椋な問題に封する基礎的責料を提

供せんとするものである・ との研究は文部省科事研究費交付金の柿助によってなされた・

I 雨龍演習林の概況

1.位置及び沼草

雨昨演習林は石狩図雨iiE郡幌加内村にあり，石狩JlIの;交流雨能川の水源をなす山岳林でる

る.西はIキ1i花川を距てて園有林(宮御料林)と封し北及び31Lは天皇霊，石狩り園境を以て困有林，

道有林に境している.而して，そのほ段、中央部にH~Î詑電力株式合枇のi~1:有林が介在して，演習

林を耐断している. 本演習林の施一定を貫行する概闘は雨龍演習林仮出所でるる・抵出所・は困有

銭道i栄名紘添!I二内騨を距る約 2.2kmの地割ーにある.

雨i間賞子守林は曾て岡有林に島:jLとといたもので， 明治 34年3月札帳農理主校維持資金として

牽帳面杭29，7fi2.08haを内務省より移管せられ， N~一基本林と郁[た. 明治判 /'1~9n札幌農
事校が}~t北1ì1岡大事農科大事となるに及んで、林jiirr演習林と改揺され，さらにたiE'7年北海道帝

同九撃が開設されるや， その所管となり今日lこ至っている. 昭和13年中央部fi404ha 訟を護
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電用貯水敷地として雨龍電力株式合世に寅却した・現在，賞測面積 27，902haである.

明治 42年，本林の南端に者守所を設け， 大iE2年，之を祇出所と改めた.その後北方の

開設にともたい，大正7年現在地(添牛内騨より 2.2kmの地鈷)に祇出所を移轄し，同 9年数

官宿泊所誌に官合を附設した・昭和3年，三股にi司6年母子旦に同 7年政和に夫々看守所を設

国

一一一方習林忠
一~一国境本
一一一 卒業医思
ヨ岡-=般盆駅
。 3量一守 F咋
~植民法
・水虫卵『

守宅守 tK11l



(2帥〉

け本林の保護及び管理にあたっている.

Z 地勢，地質及び土壌

本林は雨龍電力株式合枇への賓却地によって南北の二園地に分れている.南方の国地は添

牛内事業匝であり，北方の園地は茂知，泥川，宇津内の 3事業医である.南方園地である添牛

内事業闘は天瞳，石狩園境の山脈と雨龍川との聞に挟まれ， 南北4Okm，東西4kmの狭長な

る匝域であるため，地勢は概して急:峻で，千坦地は雨龍川沿岸に散在するにすぎない.園境山

脹の最高峰は 746mのクンネ岳でるる.北方園地は北，東及び画の三方を天盤，石狩園境山

脈にかとまれ，南方は分水嶺及び:')11を以て固有林及び雨龍電力株式合通上最t有林に接している.

園境山脈は概して蛤峻で最高峰は西北部にるたる 854mである・内部は園境山脹の支脹が南北

に走っているが，その中，泥川，宇津内雨事業匝界をたす山脹が比較的験しく，その最高峰は

683mでるるが，その他は蹴ね緩傾斜地で，農耕適地となる平坦地をかなり含んでいる・水系

を見ると， ウシユナイ川，プトカマベツ川及びモシリウンナイ川が概ね北より南に流れ，いづ

れも雨龍川に注いで・いる.

本林の地質は大部分新生界系統に麗し，南方の狭長たる地域は第三紀厨で，砂岩，磯岩，

頁岩を基岩とし，園境附近に於て中生居と相接している・北方のプトカマペツ川流域は集塊岩

の設建:が著しく，一部には中生居の露出が見られる.河川の司沿岸には肥沃なる沖積厨が護達し

ている.土壌は概して浅く，粘土買にせ;んでいる.

3.気象

気候は比較的寒冷で、ある・寒暑の差のやや大きい内陸牲の気候と言ってよい.また，北海

道有数の深三草地帯広童文えられ，積雪 2-3mに達する.本演習林は南北に細長いため，場所に

よって気象僚件はかなり異るものと盟、はれる.母子旦看守所の記録を示すと第 1去の如くであ

る.

第 1豪 雨龍演習林の気象紋況 (母子里看守所〉

(気温)撮氏度

ど-1..~... -r-~-r-~-T--~--I ~-l-;J-7-1~~立~~]-11 1 12 
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(降雨量) mm 

~I 1 I 2 I 3 I 4 I 5いいいい I 10 I 11 I 12 

昭和 14 99.6 85.3 142.0 191.2 

" 15 79.8 69.0 58.5 I 116.3 I I 176.4 159.6 201.7 

" 16 49.6 119.9 73.9 I 111.8 I 189.3 I 181.0 325.5 161.1 

" 17 72.9 109.8 106.5 I 115.5 I 148.6 I 188.3 182.3 283.7 

" 18 39.9 93.0 52.2 I 202.8 I 277.4 I 18o.I 168.6 259.4 

(降雪量) mm  

子:;?;;;ド -12 1 3 I 4 I 5 1 6 1 7 I 8 1 9 I 10 I 11 I ;; 
昭和 14 299.7 222.2 133.1 22.0 176.4 

" 15 154.8 154.6 184.0 175.0 167.8 

" 16 311.0 293.0 275.0 2.0 284.3 

" 17 419.0 325.0 109.0 58.0 272.5 

" 18 154.3 154.0 84.8 75.6 12'&.6 

融雪日は昭和14年5月14日， 15年5月15日， 16年5月27日， 17年5月23日， 18&手5月JO日

(地 i且) 様氏度 (地下 0.5m)
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4. 林 況

概括的に言えば践葉樹の多い混交林でるる.その主要なる樹種は針葉樹ではアカエゾマツ，

トドマツ，ヱゾマツ子'ft;で，康葉樹はミヅナラ，ヤチダモ，エレ，イタヤ，シラカパ，セン，シ

ナノキ，サイハダカンパ，ハンノキ，オ=グルミ，ホホノキ，キハダ，シウリザクラ， ドロノ

キ，ヤナギ噌;である.材ヰ日は市北雨l唱地に著しい差異ーがある.北方岡地には未だ斧銭の入らな

い原生林も存在し←拘立に拝:沿いに蹟葉樹，ととにヤチダモ，アカグモ，ハンノキ等が多く，

とれにアカヱゾマツをとi昆tている.綬傾斜地にはアカエゾマツ， トドマツなどの針葉樹多く，

とれにナラ，カパ等のf#i葉樹を混やる. ~[I 民地帯に至ればシラカパ等の蹟葉樹が失第に多くな

る.向所ーにより欝許たる美林を形成しているが，概して疎開に傾き老大本が多く，後檎樹の護

生が不良で、ある.市万闘地i主J!iくから伐採せられ，現在は林相が著しく荒臆している。針葉樹

は極めて少なく蹟葉樹の純林となっている附が多い.
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5. 交誼

蝕道は日本固有鍛道深名棋が雨龍川に沿うて深川より北上しのち，演習林の北部を東西

に横断して天盛岡名寄町に建している.その問，演習林に沿い，或は演習材、内に存在する騨は

本材、の南端より雨陸別，政手11，添牛内，朱鞠内，宇津内，蕗Ji藍，白梓及び北母子里の8箇所

である.林産物運輸及び住民の交通は主としてとの餓道によるのであるが，交通の保件は比較

的良いと言える.との錬遣は昭和4年，鷹泊，幌加内聞が開通し，昭和17年，朱鞠内まで，昭

和116年，名寄まで開通したのであるが， それまでは交通極めて不便で，北方地域の開設は遅

々として進まなかった.

道路は温習林を東西に横断して政手nより天堕園温根別村に，添斗二内より天盟闘士別町11:，

母子里より同じく天盤国美深町に至る 3本があるが，構治不完全で、徐り利用されない.

6. 施業の棋要

施主計主は明治 43年， 交通が比較的便利であった南方地域約 20，224haに封して恨施主

案を編成したのが最初でるる.その後，北方の開設に伴い大正14年， との地域の中三股以北

の約 13，009haを三股事業匝として分離し三股下流の地は昭和4年桧訂を行って添牛内事業

匝と稀した・昭和l3年，三股事業匝の中 5，404haを衰却したので，同 4年残りの地を茂知事業

匿と改めた・本林の西北部は交通極めて不便で，永い間開設されや，施業案も編成されなかっ

たが，昭和 3年，森林調査を行い，同 10年に施業案を編成し， 泥川及び宇津内の2事業匝と

した.

作業種は添牛内事業匝の一部約 1，020haの匝域に皆伐作業が行はれるほか， 他はすべて

握伐作業である.

各事業匝毎の面積，蓄積，標準年伐量友どを示すと第 2表の如くである・

第 2表 雨龍演習林の施業概要

¥事¥業¥風¥t¥種別¥I面(加)積 蓄 (m'う積 1.標準(m年s伐)量 1作業種 輪 1定期 凶婦年
(年) (年)

添牛内 7.432 564，016 伐 180 60 
伐 100 

T支 知 7，017 1，043，298 7，405 伐 120 60 
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が，その成績は良好で、はたい.現在添午内事業師の皆伐作業級に封してはトドマツ，エゾマツ

の人工椋裁が行はれているがその面積は小さい.鐸伐作業級に到しては天然~新が行はれるが

その更新秋況は一般に不良でるる.

明治 41年より立木の頁梯が行はれたが， 大正5年以降は，地元性民への自家用薪材を除

き官行祈伐を貴行した・ その営時は交通極めて不便で，素材は管流に便利な地駈で底分した.

輪詮方法は管流に限られたため蹟葉樹は殆ど伐採されす~，針葉樹のみが利用された.

昭和121年度より 4年間の立木伐採量を見ると第3表の如くである.

第 3表 雨麓演習林立木伐採状況(畷和21-24年度7 単位 m3

一一一一一一一

年京
立木慮分 官行祈伐 製炭原木

針葉樹 l 農業樹 針葉樹 | 農業樹 針葉樹 | 農業樹
昭和 21 4，032 7，218 6，512 52 483 

グ m 1，509 5，444 10，566 3，524 一 483 

グ 23 929 4，499 12，823 2，402 一 799 

" 24 1，140 6，563 11，465 1，522 一 742 

合計

針葉樹 | 農業樹
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II 雨龍演習林の林内植民

1. 林内植民の概況

演習林の開護営初は人口が稀薄でるったため，林業努働力を得るととが困難であった・林

業労働力を確保固定すると共ι 林内の農耕適地を集約的に利用するため， 明治 43年以来，

雨龍川市岸の地に 1戸分約5町歩の農地を匝1iIJ設定して植民を行ったのが本演習林林内植民の

始めである.低廉なる貸地料を徴牧して農耕に従事せしめる傍ら，必要に肱じて林業努働に同

校せしめ，また常時，萩林に封する災害防止の責を員わした.との林内植民は勢働力の獲得が

容易で、なかった時代にはi1il習林杭替に各種の利便を輿えたととが少くないと考えられる. しか

L，その後，農地の開設が進み，且つ，労働力の供給が潤揮となるに及んで、，農林雨業の雨立

が次第に困難となり，林内植民の効果を充分にるげ得なかったのではないかと推察される.す

なわち，農業経費が進展するにつれて夏季にゐける林業への就，芳は植民者にとって苦痛となり，

冬季五rr伐事業にのみ説努する椋になると共に，一方に沿いて，潰脅4祁付近に所在する杭民有叫

外の一般農家も冬季農閑期には林業に就持するのが普通で、るったので，林内椋民者と一般の農

民との賓質的友匝別が犬われてしまったと考えられるのでるる.また，揖習林の事業が制限さ

れ或は減少するととにより，植民者の林業持{動就労の機合か犬はれたととも少くない.現在で
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は添午内事業極で殆ど伐採が行はれないため， との地匝にある杭i込者仕演習林の事業に従事す

る者が少い・現tJ:に沿いて林内植民者の特徴としては単に出習uと農地の貸借闘係が存在する
という形式的なものが浅されているにすぎや，一般農家と杭民農家とは相接続して存在し雨者

を匝別すべき貫質的な特徴は殆E指摘し得ない.

本演習林の林内植民は雨龍川に沿うて南方より逐共設定され，第1披杭民地より順弐北1土

して第 14競杭民地に誼:しそのほかに茂知事業匝内に母子里杭民地がある.(第1岡参照)

昭和15年3月には 134戸631.6町歩，昭和10年3月には237戸 11却.2町歩で、あった。

昭和 24年度にゐける各競布IU.立地の借地件数及び面積は第4去の如くである.

第4表 雨飽i嵐官林農地貸付状況 (昭和24年度〉

戸閉~I 第 1 競 第2続 第3君主 第4披 第5競 第6君主 第7競 第8波

4 16 4 17 8 7 2 59 
面積(町) 20.7 79.3 16.9 73.4 48.0 37.3 13.1 26].7 

1~~~~~~J~_10-~Jト空[~1~~ -1~1~_~_1 ~ ~_=.J ~~日E
LZiZ7i4;1i J61;。|1:1|ムiJLlIZ 
:;:rc 4表に示す所-は貸借契約の件数及びその面積であって，貫際の戸童文及び面積とは一致し

ない. 1戸で2戸分乃至3戸分を粂併するととは形式上出来ないのであるが， 賓際には屡々そ

の例が見られる.また，農耕地の匝却l教とも一致したい.

第 1披及び第2披杭民地は昭和 25年1月， 戦後農地改革の自作農合Ij設事業にともなって

解放され，自作農となった.

寛際の植民戸数は3披3戸， 4披 13戸， 5披8戸， 6競 6fi， 7披3戸， 8披39ri， 9披9戸

10杭7戸， 11披5戸， 12披 14戸， 13競3戸， 14競 10戸，母子里68戸計 188戸である.

Z 農耕地の貸借契約

演習林内の農耕地貸付の千載ははじめ北海道大事土地貸下規程に基いて行はれていたが，

同規程は合計規程の改正にともなって自然消滅したので昭和 7年以降は演脅林土地貸借契約書

を改正しとの契約書に基いて行った.同契約書は 16筒僚よりなり， 契約事項の中，主要な

るものは次的nくである.土地の騨貸， 権利の譲渡及び目的タトの使用を禁やる.(第3僚). 杭

i込者・は演習林の事業に3討する努力の供給に肱じ且つ，防火等の森林保護に闘する義務を貰う.

(第9篠).官mまたは公共用のため必要を生じた場合は契約期間内と難も返地する. (第 10篠).
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貸付面積は原則として 5町歩で，契約期間は 12年が普通で、ある.敢年間の成功期間J(鍬下

期間)を認め，この期|聞は無料か或は極めて少舗の貸付料を徴した. との 16箇僚の契約書受は

のち若干改京され 14f1:i僚となったが， 成功期間に闘する項を削除したほか， J=R要な饗化はな

0. 

演習林土地貸借契約書を附記すると弐の如〈でるる.

第 1保 貸付料は毎年甲(本製締、長)の護する納入告知書の通り納付するものとす.

第 2峰 貸付料の更.IEは4年目毎に之を行うものとす.此の場合甲は貸付料の増減を震すと

隊も乙(借地人)は異議なきものとす.

tf~ 3保 乙は借地を梓貸し或は共樺利を他人に譲渡するととを得宇又甲の示認を経宇して目

的外に使用するととを得ざるものとす.

第 4保 家替相績に依り本借地を櫨*せんとする場合は市町村長の詮明書を拡寸ずし甲に願I-Il

てしむるものとす.

第 5保 乙は土地を荒践に師せしめ依て甲に損害を被らしめたる場合は之を賠償するものと

ナ.

第 6保 甲J主事術研究の箆期間を定め乙に依托して作物の試作家事の飼養叉は一定の方法に

よりて農事の経費を脅さしめ之を監脅するととあるべし此の場合に於て甲の員捨すへき

費額は双方合意の上之を定むるものとす.

第 7俵 乙は甲の事業に封ずる努力の供給に胞n:，故防火防盗共他森林保護に闘する義務を

員捨するものとす.

第 8僚 官用叉は公共用の1i.&め共必要を生ヒたる場合は契約期間内と雛も乙は返地するもの

とす.

第 91康 前僚の場合に於て家屋共他建物の取去費用は官臨及び起業者より相営梯i度すべき金

額の外乙の員擦とす.

第 10僚 借地内の立木竹は甲の詐可えにくして之を伐採L得ざるものとす.

第 11保 乙は演脅林又は産物に損害をカnえたる時は共の原閃の如何を問やは総て賠償の責に

任するものとす.

第担保 乙に於て本契約一切の義務を履行せざる場合は保誰入は乙tc代って共責ーを員うもの

とす.

勢川島三二，森林と林内植民者ーとの関係調査天堕第一演習林林内積氏経横滑査報告北大演習林葉報第

8輯.1Ill和11年に全文記・哉されている.
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trc 1:~ 僚 乙及保詩人に於てA，:契約者三版行せざる場合はlIi't) K 1ff(，除す，t'fL Q先立の粉~flあるとき

は契約僻除のfIより起'l，ll-liO 11 以内に除);すべくれlPlII¥1内に之を除去せざる場合は共物

件l主qlの底分に委し一切異議を1!1，1:ざるものとす.

第 14帳 本契約!ÇllIl\l渦j-rの l:~/jイ'ì l主 }1iに契約を:締結するととあるべ L.

との契約-A:を見るとほとんど{!?地人の主務のみが規'よされている. また，演初林側より-

}j的に契約をfy(除し作るとと. (筑 8~康).貸付料の増減を一方的になし得るとと(第 :q隊第 2 羽)

たどはii:nすべき規定である.
借地人の義務のみがザパ七~l~ されその十社f~Jは不安定な形で 1 か認められていない.柑めて

低い賃貸ftl絡で貸付けるというととの代trtとして柿々の義務がnはせられているものと僻せら

れる.

借地人がとの持た契約を無像作ーで受入れたというととは作時の同家権力ω弧さが背景とな

っていると共に， f!?地人の絞消(I'~~ì!:合的地 f，!:V'.J f正劣さを物“ftっている.

貸付料は日付手1124年度に改正された.改正前は 1反f}'r.:;り0.20!l¥l)う王l.ROlill.千均0.fi41i唱

であったが， Uti手1124"j'-皮ーからは 11文歩前り:).4ろ!i¥!， -1コ21i¥1，乃.04IlilV'.J::段附となった.-'1'-均

4.n4凶である.

III 調査部落の一般的概況

幌}m内村は定知支臨管内の北端にf立し，東白・6県，市北21駅， 47}jjRの民Fになl凶耐を，li

める111付である. 付の I ， I~とを i:H i;UII が1'tvk し，その 11'1) j':に~tJP也が民11日している.帆刈l内付は

はじめ新十ilt川村戸長役場に脱したが， 明治 27~I'.mi花川在境としてんj~~は深川村戸k役場に

!到し，同 .10"1'-には;fi作一需が附Iil:村戸一長役場にhりした. その常時は奈〈斧鈍を入れない緑林

で鋭はれ. H.1-~は殆ど念かった. との地万がIlfJ設されたのは¥I}jifi 29 "1'.帆加内IJ;(野が.fí{ü~1属却l

地と決定した以後のととである. また，i;s午内地方のIlfl授はIIJ灯台 42"1三北λ;抗争HM+:内，ftfu¥:及

て]:，，;]44 "1'.御料提地の貸付開始以後である.本村は行政上その後;fi ì~':は北此村に， λ:ji~は一己

村，次いで‘多度，ι付に崩したが一大iIミ 7年別『伝分村し幌加内村となった.

!I日平1124 "j'.には戸数2，0綿，人n11，95::となっている.~民主別に見ると i主主が批も多く 1 ， 1 !i9

戸で小数以上である.運輸M11言及び製31(1:主がこれについで、いる.:}!足跡地はfll890町，対112，952

1I汀，三1・3，糾::lllf.fH・1・IfII私は.I.!J鈴持が1，0iliIIlfでhkも多く ，JK折，謀容がとれに次いで、いる.

又'ぷ夜はぬが 1，Oi4副であるが'1--はi~J~にすぎない. 民主総11白のj伏況は村がl釘北に長く，北上

するに従ってlIJ地となるため，位置によって}干しく呉っている.市部の帆Jm内原野で、は水Hlが
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多いが北，.-するにつれて削が多くなり，I.!ぷ7符がi:'必f'l物となる. 1澱粉裂ii!Iが雌である.

帆}JII/̂H.jの北j¥l¥fii:/:i iitlllの ~O;:iJ~)\)型ーが{討林，州;i=が凶イi林となっている.凶イi林は笛御

料林でJI[j平1122"ド，問に移管されJli!111侍林}uj朱鞠内符林将の哲2轄に脱している. 耐Hi約:;::刈)()

町;Ij;ーである.

村の行政 IhJ\却を部落名によって :;j~すと市より順次北に!むって次のj!fi りである.下幌加内，

m午，新・成創，土谷鉱山，組和，千平11，長官'{f勾，帆カIlf付(役場所住i也)， j:日仲ー内，殖民地，振興，
-'二振興，上幌加内， f:j;i開別(第 1批，第2批-!tl(民地を合むし政和第 1，政手11第 2，政府1第3，政

手|印4(抗 :l蹴， 2114 抗，政手11石守所所 :(1:地)，政手II~布 5，思!?古(河55 放を合む)， i;s'j二l刊，北Jrt(2i'~ 

G枕，第7枕， 2(c 8抗， i反tl¥所Niイ0:也)，大flb，共J柴(苛C9枕， 2i'c 10蹴，第 11批， 2i'c 12琉)，朱

鞠内第 1(第 1~ 抗を合む)，朱絢内第 2(第 14 放を合む，三股石('f所所作地)， 蕗苓t(Cl， 蕗若年i第

2， r'I梓 J;上了'W.(f;.よ[.県-hriJU也， J:土子東-，n'，j判i所作地)，祐二，'-{.

J二記の?千t¥l¥落のrl'より剥布部燕.として;.ftnl.-J:. Jth &ぴf:土r県ω3部落をJifんだ.北Nlis落

は帆加l内村のほぼ中央:1乙11;:し添午内野の東方， f:f:iiit川の東山に11Uu:rている. r.n ()!此，第7蹴
;及びよ(C舟杭-W(民地より成っている.大rlh部落は北!H部落の北側に隣J主Lf.{:ÎiJt川の附;;~I乙附 íiUJI

がえきく符rtll している部分にあり，一彰ぜ2家よりなっている.北犯と大IHI とは農'~U'.の僚件ほ

fT苛Eしく，森林に針lても1，，]十五な環境にある. ともに大ïE初期!の I~H殻にかかる. f;よ子黒部落は

帆刈l内村の北東部にあり本村として最北部のまt耕地である. Ir'd I"(] を森林に附まれた#r竹村u~-t.!!;

家の部落で，その開設は出手l巾J卯iである. さきの部落に土比七I:Lぜf控2

が，森林とのつ左がりはより特;.t;tである. (第a，品券!KU
北)(~及ぴ )(rthでは法'ぷ Jî教のがj午量生が，j:-i-'X~努働IL:従事 Iノているが， 砂子早でl主殆ど全riが

就努する.

:~部落ともノ:kfHは殆どなく， 主要f'f物は応鈴笥ーで‘ある. 3部落のま!5家Ji数及び人口l土次の

泊りである.

北N 4内113加入， 大rlh 48 Ji :l2i人， 件 f里 ii8戸 509人.

IV 農家経済調査

1. 調査の方法と調査結果の概要

jjf，I，1夜"lm落として選'ιしたる部落の中， j手rWI主奈uに近く，設業生産i11の比較的低い部落

を代Kし，北川ーはそれよりも法林tζ述く， Jl~::.>， ~業生"t力が許可い部落を代夫している. いづ

れも林内村u(史家のみよりなっている. -J:. Jth は林内航j~史家と比較するために北1』辺地域的に
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隣接し，諸積の保件が北8.:と等しいものとして痕定した.時子里は北星，大fll!に比し農業の経

管規模が小さい.

各部落毎に経管面積，飼育大家高頭敢などにより杢農家を上中下の附厨に匝分し，各階居

中より若干の農家を午ば作岱的に抽出して調布農家とした.農家の階層を匝分するととは容易

ではないが， ととで、は便宜上経営面積の大小によって行った.母子塁の階居は一般的にf尽く，

その土居も北足，大曲の中或はそれ以下である.調夜農家主主は弐の通りである.

北星 7町以上3戸， 7町未満5町以上3戸， 5町未満4戸，計10戸.

大 曲 7町以上2戸， 7町未満5町以上2戸， 5町未満2戸，計 6戸.

母子里 4.5町以上3戸， 4.5町未満3.5町以上3戸， 3.5町未満3戸，計9戸.

世帯調ヨヰ比農業経費の朕況，家計・，努力の配分など農家経済の全般にわたり，調在農家の

各々について聴取によって行った.家計等の経済調在は昭和24年4月より昭和25年3月まで

の 1年聞について行い，且つ現金の牧支にJ1i:勤を置いた.現金のみが農家経済のすべてで・はな

いが，資本主義の流通機構下に沿いて最も草要なのは現金であり， とれによって農家経済の全

般を推察するととは必やしも困難で、はない.また，家計と経替と主きびしく分離せす.，一世帯

全体としての』政支をみるととにつとめた.一般に我が岡に於ては農家の牧入及び支出を正しく

確定するととは困難である.農業経費と家計とが未分化の紙況にdうるのみでなく，良家の記帳

が極めて不完全であ1>，調在が主として各人の記憶に頼らなければならないからである.それ

故，家計と経費とをきびしく分離して調祝するととは，困難で、ある割合にその意味が少ない.

本稿に於て牧入，支出はすべて現金のみの牧支をあらわす.従って収入には牧穫の自家消

費分(経費向と家計向の耐万を合む)は含まれや，支出には換算自家努力費は合まれない.との

自家消費分収穫及び自家努力費は夫々牧入としての白家持銀及び支出としての自家牧穫物購入

費を考慮しないととによって相殺され，農家経済全体としてみると矛盾を生じない.なた牧支

も100liil未満は切拾または切上げた.

調1E結果の概要を示すと第 5去の如くである.

との調布は苛めば事例調子正であり，各集落，各農家に犬々の特殊なAff怖が存在するので，

調布結果の集計は例別農家ft去に行い，その平均をIHすととは特別の場合のほかはしなかった.

制別的に他の農家と封比するととによって傾向的なものを明らかにしようとしたので、ある.

m5表は各世帯を粧替面積の多い順:に配列したものである.表中，縦の太線は上中下の階
居匝分を示し，左より上中下の順である.(以下の表に於ても同様で'(1うる.)

とのうち，林業賃収入は北原，大曲は岡有林に，母子里は大事演習林に封する就労による
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第 5表 農家料済制売総括表
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1，878 

6，726 
897 

3，宮71

1，519 
2，639 

]，361 

1，994 
1，523 

2，457 

3o8 438 

851 

1，492 
1，108 
1，546 

竺竺1_1叶f竺|蜘1I仰 1 55 1叶 171 16~と?と|即

時点トーんi~1- …-I No.3 1 ふ4~I-示~5-1 

;日!;;;|;7|;。|ム I:8 I :3 
耕作面積 122.5反

犬家畜珊 3 碩

66.8 

3 

70.5 

2 

59.9 

2 

48.3 

1 

41.3 

1 

家帝救入

耕穏救入

林業主主ー歌人

その他.!&入

救入合計

]，400 

3，631 
600 

500 

6，131 

125 

1，836 5，548 2，720 3，510 

1，050 
54 

4，614 
1，082 
3，043 

165 

2，885 5，548 

家膏支出

耕平噴支出

林業支出

374 

2，809 

233 

183 

1，631 

442 

844 

263 

3，177 

922 

2，285 
650 

]，180 

5，037 
979 

2，265 
家計支出 2，078 2，446 
支出合計 5，518 5，862 

救支差額 I 30 I 269 

951 

2，765 

40 

1，605 
2，084 
96 

3，825 

713 

826 

1，463 
1，123 

4，125 

120 1 -423 I778  
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く母子里〉

一亘亙汀旦亙]~~:. 4 I~~~~ T~~::~"T日空三「五
家族鍛

稼働能力

耕作面積

大家斎頭数

10 A. I 7 

3.6 ^ I 1.6 
62.5反 47.3

2扇 1
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1
i

可

j
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o

10 

3.2 

33.8 

1 

2

1

 

白

U

'

h

a

生

可

i

6

電

9
4

7 

3.0 

14.5 

家畜牧入

耕干重取入

林業賃牧入

その他故人

Jj¥c入合計

家斎支出

耕種支 m
林業支m
家計支出

支出合計

己竺j

i1;:;i 
4，742 1 3，512 

o

o

w

s

A

u

o

a

W

4

 

"

4

0

0

w

d

o

o

'

1

 

3

5

7
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9
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冒
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司
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0
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0
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U

R

υ

n

v

ゆ
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唱

1

胃
・

4

a
品
冨

3，143 

1，075 

917 

5，135 

507 

767 

612 

2，378 
4，264 

70 

1，745 

870 

1，450 
710 

白

w
U
9
0

0
a
o
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q
o
n
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154 

795 

2，201 

176 

229 

90 

1，550 

2，045 
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白
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救一支措湖差繍額 |川附|川仰 1--1一_1_871示瓦引i一一而7ι両i礼|三一i一一iムi止ι[工し 11土!正l;r司並士~\J1叶b
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註.No.1， No. 3， No. 9は耕種救入に土地改夏及び閲墾補助金を含む.

ものである.その他の牧入とはi休業持働以外の賃収入及ぴ副主，特殊職主なEによるものでる

る.支出の面では林業支出がかたりの額に建するが，とれはU~粧替のための支IH を意味する

のではなく，林業勢{働動tに乙H出H役支する際の道共費，飯場費及び

稼{働動能力は男干子.成人を基I準芋として，家族各口の能力を判定したものである.0-2援は-0.2，

3-7 歳は -0.1 として評慣した.男子は 8-16 歳はずE主要せ十穣働する者 0.6，在感する者~O， 17 

-fiO歳1.0，61-65歳 0.8とし， 女子は 8-16歳で在主要しないもの 0.4，花壊する:x-0， li-

60 歳。ふ 61-65歳 0.6 とした.病気，特殊肱~の者は穣働能力より除いた.

勢働力，土地，生産手段，経告のj伏況及び、収支平方;について以下項をるらためて順次3!!bぺる

ととと1""る・

2. 土地

所布地及び借地など，農業経惜の規模を決定する土地についてみると第G去の如くでるる.

tí~ 6去中の杭民地とは演習林よりの借地を示す.演習林材、内杭lでは 1戸分5町歩を標準と

しているので，その柿民地の面秘にたきた境化はないが，兄弟，或は親子等の名義で2戸分を

粂fJ¥'するととがあるので， 10町に近いものが北g.lc2 ri， 母子里に 1戸ある・林内航民農家で
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第 6表 土地所有及び借地状況

く北星〉 単位反歩

方空|主~J~~~_~I N~:-~ rN~.-4-1…|恒一|唖-;-1… IN~.U亙E
所有地

植民地

そ白他借地

計

82.2 I 62.0 43.6 I 48.7 I 43.9 

ぷ|よ;|;:;12:
誌 No.3， 4， 8， 9， 10白借地は河川用地である. No.9は23反歩を他に貸興している.

〈犬曲〉

竺塑 I~竺 竺 I~03 I No.4 竺 I No.・竺-
所有地 123.0 72.0 67.0 65.0 50.0 32.0 

借 1也 10.0 10.5 

言『 123.0 82.0 67.0 65.0 50.0 42.5 

註 No.2の借地は河川用地である.

(母子里〉

農家昏披 I No.1 No. 2 No. 3 I No. 4 1 No. 5 1 No. 6 No.7 No.8 No.9 

61.5 I 48.2 1 46.0 I 48.5 50.0 50.0 

他に土地を所有している者は殆どないが， :.It担に 1戸見られた.

作物の種類別作付而:fNを見ると第 7去の如くである.

第 7表作付朕況

く北 10 皐位反歩

よ立z←??部Tド一;可:工~可[…川|……一3イ|……4雨F一丙丙丙丙一一イ一6イ|雨刈「川よi雨市雨[両丙一……i示
一i :己出釘剖出一一一一一一一一一一一一一一ど}一一一一→

引 Jよぷ引:::| 2よ;;:引 I;:;;;: l ;jii::; i ;; ; 
y 

。
ノ、 1.5 ].0 2.0 1.0 1.5 

イナ干ピ 2.0 1.0 2.0 2.0 

局鈴 Li4014。|ぷI2;:。
うントコーマ|1;:: | 1:: i t:| ;: 1 2: 7.4 4.5 4.5 2.0 

1.3 2.4 0.6 
牧 :I:~ 1 16.0 1 9.0 13.0 I 9.0 1 10.0 

その他 2.0 2.0 2.0 I 1.9 1.0 1.2 

9.2 6.5 

2.8 1.4 

一子 iム9 I 瓦「ム~;-1-6].0_1~よ~l- 示| 48.0 I 43.5 I 35.0 24.4 
誌.No.1テンサイ1.01えの作付あり.
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(犬曲〉

一明記¥|一一_1N~三一I No. 4 I No. 5 I竺十
主務

豆

ソ

イナキピ

トウモロコシ

.Ifr鈴薯

ア

燕

ダントコーン

牧 草

その他

類

委長

5.5 

4.0 

0.5 

2.0 

2.0 

59.0 

3.0 

22.0 

2.5 

20.0 

7.0 

5.0 

6.0 

1.0 

1.0 

30.0 

1.0 

15.0 

2.0 

7.0 

0.5 

4.0 

2.6 

2.0 

2.7 

30.0 

1.7 

11.0 

2.0 

9.0 

2.3 

2.5 

5.4 

1.0 

1.0 

1.0 

27.0 

1.0 

9.0 

1.0 

10.0 

0.6 

1.8 

5.0 

0.6 

0.5 

21.0 

1.。

12.5 
白

リ

白

3
9
h
M

'
i
a笹
山

V

4.0 

1.8 

0.5 

1.。

22.0 

内

リ

医

U

F

O

凸
リ

.••• 0δ

唱

且

噌

i

唱且

ー，ノ、

ーョp

ヨ辞

70.5 郎 8 仁亙 48.3 41.3 

註.No.l及び No.3はテンサイを夫k 1.0反， 0.6反の作付あり.

(母子里〉

誌でr~と|竺也生三|竺[…i… I--N~. ~~-

71lplplilili:1Plili 
イナキピ 0.8 0.5 1.0 0.5 

トウモロコシ 1.5 1.0 1.0 1.0 1.0 

長 鈴薯 33.2 23.0 20.1 21.0 15.0 

ア 『ず 1.0 1.0 

燕 ヨ医 10.0 7.0 8.1 5.0 7.0 

デ、ントコーン 2.0 1.5 2.0 0.2 1.5 

牧 l1f- 1.8 6.5 1.0 4.0 

そ dコ 他 9.5 8.0 1.9 94u.9 u 0.7 

百十 竺 I40.0 I 36.7 

1.0 

15.5 

5.0 

1.0 

1.0 

13.0 

7.0 

4.0 

0.7 

6.0 10.0 

2.0 

2.0 0.5 

34.5 I 33.8 I 24.1 I 14.5 

お鈴砦が作付而積故もえきく燕萎がとれに弐いでいる.小委，裸姿， λ::O~，ノj 、!L 菜~rJ:，

トウモロコシなどは各fi~とも作付ーしている長中，その他の作物とはヒ鳥羽楽，雑肥作物な

どである. アマ，テンサイなどの特111作物が若F見られる.牧草の作付が背遍的でるる.耕作

面積の:j';::はかなり大きく， 最大のものは故小の 3-4怯に註ーする. 経'~著而干IlのとのHä記聞きは

農家附!貸の分化が}子1いととを物語っている.

全耕作而積に封する民主主著の1H，tr耐ftの割合は~t.!rt 4.5.4%，わIIJ4.5.99ぢ， f::J:[.黒 46.596と

なって必り，主主'苫拍i，f}iの人;なる農家は IiOf-6を超えることがるる. 民主;;語以外の作物は殆ど白
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家用の食料作物と旬料作物に限られる.馬鈴薯の草作:地帯と稿するととが出来よう.後述する

如〈各農家の農業現金牧入の大部分は馬鈴薯の版賀代金(供出)よりなっている.

所有地及び借地の面積合計と作付面積との割合，す友わち作付率を見ると第8去の如くで・

4うる.

第 8表作 付 型経

農問「主J雨匝|亙[両ふ盃ヨ瓦:-;-1一両雨戸
作目 199.9 1 97.1 I 95.0 ，肌~Iω;-1 88.8 I司五日1.98.0
〈大曲〉

No.1 No.2 No.3 No. 4 No. 5 No.6 

99.5 85.9 99.7 91.5 96.6 97.1 

〈母子里〉

農家番競 |尚 1I No. 2 I No. 3 I No.・ 4 ぬ oI陥 6I No.7 
65.0 69.6 

一般に作付率は良好であると言えるが，母子里の下厨農家に於ては低くなっている.とれ

は誠脅;f1-の借地は之f均 5町歩となっているが，その中には耕作不能地も含まれて必り，とくに

下層農家は土地の保件が語い所に存在するととが多いので， との*長友作付王手を示すものと思わ

れる.

3. 静働力

家族教と穣働能力については第 5去に示した通りでるるが，貰際の農業従事日数，農業展

傭勢働力，林業貨努働従事AA況は第 9去に示される.第9表は昭和24年4月より同 25年3月

までの 1年間の賓際の稼働日童文でおる.稼働能力に換算せや， また， 1日の努働時間もー臨考

慮外に沿いた. 表中，その他の賃努働とは夏季は搬粉製造，土木工事，多季は鍛造除零(母子

里)などである. 自家の薪切日教とは，大部分の農家に於ては薪材を立木のままで演習林また

は固有uより梯下げを受けるので・その伐出しに稼働する日童文である.

第 9衣はよるとい-t-tLω部落に沿いても日家農業従事日童文はk.・子の)jが多い.粧脅而積の

大なる農家或は家族努{動力の比較的少ない農家に於ては走;Q~Jil傭労働力を必要とする.後越す

る虫/1く，とれはt.としてIG鈴主主:ω収穫期jrc需要されるのであるが，年1#¥或は季節傭を尿傭する
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.9表労働力投下状況
(;1(: 星コ

主瓦二?と恒土I~竺凶竺I No.4 I N0.5 IN叶置土
自家農業従事者数 3(2)人 4 (2) 5 (2) 2 3(1}I3(2)14ω 

同 -1: 延 日 璽主 400(322)日 557 (255) 669 (お0) 152 489 (163) I 444 (282) 1 529 (328) 

臨時農業展傭努力 (延) 140 (70)日 60 (40) 85 (68) 273 (273) 

林業賃勢働従事日数 2入 120日 2人 145 宮人 144 2入 54 

その他の賃勢働従事日般 1人 40日 1人 68 1人

;口出:lJL14LHJ役員|議長引 30 

言主.No.l及び No.4は年濯をそれぞれ 1入， 2人(女)を雇っている.No.7は他家の農業に
これらの稼働日簸及び待旅職業などの従事H販はこの表に含まれない.

云云三手世]N0_T示o.2 J~ -No.3-¥ N_~-4-_[~~~~I_~~~L=計一

林業賃労働従事日歎

E悔人組772合H同1 l -

1入 100 2人 216I 4人 388日

その他の賃労働従事H敷
1人3300t1 

1人 20 2人(1) 1，. H^ I 5人(1)lïí~ (9i) 11人 70I 23í~(9î)8 
自家の薪切従事日鮫 30 日 50 18  45 202 

副業，特殊職業等 良 一 郵便配達

亙可i亙I~o. 江川←~I ~O~;l瓦?恒三l\~~~'-No. ~-I-;-
自家農業!A ，q¥ 1 I 9 11¥ Q (1¥ r:: (n¥ ~ {.~\ .， {t¥ I A ("..，¥ ." 1-1¥ .. 10¥ 
従 事者数I4 (2)人I3 (1) I :1 (1) I 5 (2) I 1) (3) I 2 (1) I 4 (幼 I3 (1) I 2 (2) 131 (15) 
同 I二延 H敷

臨時農業
雇傭努力仏昼)

品川必O(防6~ 制(185)1 4川刷i 593 (制)1297 tl符)1:.J90(お0)1440 (附，1253 (加)13342)

林業貨勢{動
従事 H 数

その他の11:勢
働従事 H敷

33日 I8l-|-
2人 2人 1人 1人
160B I 156 I 125 I 30 

2人
134日

20 

1人 1人
80 60 

宮入 (2)
6O(ω) 

1人 1人
60 65 

1人 1人
148 58 

7 68 

2人(1)112入(1)
178 (80): 914 (80) 

1入 17人(-.l)
118 1 513 (ω) 

白家の薪切 I.. n. tt r 1O)f¥. (1 to¥ I 
従事 H 歎 110 R 1 10 1加い0)I 初 1 30 1 30 1 20 1 10 1 ]0 11伺 (10)

副 業 -1良肱件直|装蹄業 l圏協草枯白川主焔| ー 1_1  __ i 
経殊職業等-- !且剛叫民|鑓協職員l田町一IR-1 -I -I --I 

誌 No.4のその他の賃労働の中に農業被傭61lあり.



()内は女性の般

恥・ 8I No. 9 I No. 10 I 
4 (3) 4 (2) 1 (1) ， 33 (17) 
498 (352) I 686 (3必)I 105 (105) 15529 (2401) 

30 (30) I o88 (481) 

9人 578日

4人 218日

40 30 10 179 

演習林職員

1人年雇で被傭されている.

(215) 

農家が少数でるるが存在する.臨時傭は大部分

市街地の人建で，農家間の勢働力の交換は極め

て少ない.すなわち，下厨農家の飴剰勢働力が

上厨の不充分な努働力を補充するという闘係は

殆どないと言って良い.手間替，手惇なEが若

干見られるととがあるが， その例は少ない(母

子里 No.6).一般に農業努働力は自家努働力に

よって充足されるが，牧穫期などのピ【ク時に

於ては下厨農家でも，努働力の徐裕は殆Eない

ので，農家間の勢働力の交換は不可能なものと

思われる.林業賃勢働についてみると， 北起10戸中5戸，大曲 6戸中 3戸，母子里では全戸

が従事している.北星，大曲は困有林，母子里は演習林に封する就努である.

月別の努働力投下扶況を見ると第 10去の如くである.

第 10表 月別労働力投下肢況

一言二jてご!=-~ij--=r-4-r-õT引 -7-1ι寸ι，-rîof瓦下i五T-1-r-;--，-;

;22322;f l空ltI3172
林業賃勢働従事日数 145 

その他の賃労働御峨 1出 1231 ~ 1ー

(大曲) 6戸計

723 I 7ωI 783 I 437 I 22 I 22 I 22 I 22 
185 I 255 

115 I 64 I 188 I 166 

10 I 25 I 86 I 65 I 30 I - I 30 I 32 

15 I - I - I 20 I 35 

品一月別， 4 I 5 I 6 I 7 ， ~8 J 9 110 ， .引自工~-I--;
自家農業従事日数 1 25 1 231 1 623 ! 621 1 I苅81I 594 1 607 I 256 I 24 I 24 1 24: 
臨時農業雇傭努力|ー 1- 1 - 1 - 1 2o 1 10 1 130 一 一 1-1  - i 

その他の賃労働従事日艶 1 20 1ー 1~ 1 5 1 32 1 56 1 50 1 18 1 -ー 115 1 35: 

(母子里) 9戸計

「一、ー~ 月別 | 
種別 」一一一----1
自家農業従事日政

臨時農業履傭勢力

林業費勢働従事 11費量
その他白賃労働従事H殿

4 I o ，6 I 7 I 8 I 9 I 瓦~戸訂-1-1~

自家薪切 1115 ;;[±|竺lプ|引竺|引二I-~ f竺
l。
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月別に見ると，各部落とも自家農業に封する努{動投下量は 6-10月まで殆左差がなく 6-

7月と 10月が僅かに大となっている.6-10月までの自家農業従事日敢には大差はないが，農

業の繁閣に従って，その勢働時間，嬰働の強度には大き左差があると思われる.

農業雇傭'芳働力は馬鈴薯牧穫期たる 9-10月に集中される.林業賃，労働は冬季研伐事業に

封するものなので 12Hより 3月乃至4月までに限られる. その他の賃努働従事日;教が 10-11

月に多くたるのは搬粉製遣のための努働が需要されるためである.

作付面積の過宇が馬鈴薯で、あるため，農業努働力(自家努力と雇傭努力の合計)の月別配分

は不均衡な形をとっている.

1戸賞り月別勢働力投下欣況を!剖示すると第 2岡の如くである.各部落とも投下勢働力最

大の月は馬鈴薯の牧穫及び澱粉製造期たる 10月で， 最低の月は1月である.経費面積の大き

E 

第 2園

北呈

月 JJ~ 勢働力投下状況は戸食料

So 

大曲 -a-手重

O~. 田昌
~ I季五皇
z i g i z 

働 ffu

so 

い北星，大曲に於ては 10月の農業雇傭努働力が目立つ. 10月には農業雇情勢働力が相官量に

建するにもかかわらや，同一集落内で同時に農民のi澱粉工場への就労カ~J.!. られる. とれは粧'持

面積の大なる農家或は家族努働力の少ない農家が牧穫のために搭働力を雇傭し，比較的面積の

小なる農家或は家族勢働力の多い農家が澱粉製遣に降働するためで・4うる.すなわち，労働力投
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下のピ戸ク時に沿いて臨時に農業努働力を必要とする世帯と澱粉製遣に就勢する世帯とは異っ

ている. とれは第9去によっても推測される.

北星及び大曲に於ては 10月の勢働力投下量は 2-3月の勢働力投下量に到して 3-4傍に

建するが，母子里に於ては約2倍である.件、子里に於ては努働力配分が季節的により平均化し

ているといへょう.

4. 生産手段

農業に於て土地は故も重要な生産手段でるる. しかし商品経済が護展し，農業が資本をと

らえてゆくにつれて家畜，農器具，肥料等の生産手段の持つ意味が重要となってくる.土地に

ついてはすでに連べたので， ととでは家畜飼育，農器具，施設等についてみるとととする.

飼養家畜

家事の飼育AA況を見ると第 11去の虫J1くである.

大家畜は.l.!，;に限られ，耕民として使用される.経営面積が大きいほどその頭数は多くなる.

細羊，豚及び鶏の飼育が普及してゐり， そのほかに山羊及び兎が若干飼育される.母子里の大

記竺?竺三示ヨ竺当竺竺「N~~T丙E記亙J-NO.;-，竺互

いjljl j|リ!:!:ト:
(大曲〉

命思~， No.l No. 2 No.3 No.4 No.5 No.6 

占益 3 2 3 2 1 1 

緬 羊 3 6 2 2 2 2 

豚 1 1 2 2 3 

鶏 10 1 6 10 13 

(母子里〉

話村「ぷ~l-五γ瓦~~l-よ 4 Iい:工T=r;6 -1 N二了五~~I雨=

緬羊 5 

1 1 1 1 1 

2 3 3 可

』
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1 5 9 " a の
a 



これは営経面積に照睦;している.
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家畜頭数が少ないが，

具告長農

手農器具の中，比較的大なる農具の所有H長況についてみると第四去の示す如くである.

すなわち閏定資本と見なし得るもの，財オシギリ等の比較的小農具は含まれない.カマ，鍬，

表中，脆穀機，噴霧器等には省力1札動力用のものが含まれ産的f賃値のあるものに限られる.

ている.

況

〈北 J豆〉

五月予寸司五訂正不オ志可ぶ|丙耳元耳石可示。 10
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第 12去によると，上厨農家の民共所有/lJ¥視は比較的良好で、ある. とくに~tN及び人:F1ll雨

部落では動力機械の使mが見られる.下活史家κはiE2具ら Lいものを殆ど持たないものが存在
する.院穀機，噴霧器等:の共有或は共同使用が者及しているが，いす=れも主として動力f!j機械

でるる.所有したい農具は他の農家より借用しているが，借賃は無料が普通で、ある.

利l道具及びパチパチは各農家とも 1式或はそれ以上を所有している.

施設

施設とLては住宅，者会，物置納屋などである. コンク1)~ト土佐肥場なぎは殆Eない.性

宅は調子主農家の全部が本建築で掘立のものはない.斎合，物置なども本建築のものが多い.住

宅の棋遣は北海道の農村一般と比較すると普通の扶態であると言い得るが，土居農家の一部に

は立誠なものがある.耐寒構造は一般的に極めて不充分である.煙火は北且，大曲は全部電燈，

母子里は石油ランフ。で，依月Tkは各部落ともポンプが使用されている.農家の保健的環境は必

歩しも良好で‘はない.

施設の朕況を見ると第1.1表の如くである.

.13表施設の状況

住

考

(犬曲〉

¥¥崖

un 
住 平屋 21 平屋 48 平屋 28 平屋 31.5 平屋 36
斎 合 上に含む 二階建30坪 上に含む 上に含む 8.7 土に含む

22拝 12 上に含む 24.5 6 21 

(母子恩〉

副主主~1.3~.!_.1 …「日… I-No. ~ J _~o.!-_L… I No.7TNo-:-~ 拘 9



(220 ) 

その他の生産手段として軍要なものに肥料及て1、薬剤がある. その使用紙況は詳細に知ると

とは fH~Eなかったが，後I'Ltk:'!L支tI'，の所でふれる古u く，金肥及び薬剤の使m長:はvとして少なく

たい.堆厩肥はい歩、れの農家に於ても使用しているが，その量:は充分で、たい様で・ある.

5. 農業牧穫とその商品化

農業経:皆の諸保件についてはすでに述べた. また，作付面積ーは第7表に示す如くである.

次にその椴;穫量とその商lfit化を見る.昭和124年の収穫量は第 14去の如くである.

盆竺ぎL竺~~JNo.21 Na当竺:出竺d竺三り?辻竺竺i竺竺恒三。
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詰車問元工rNO. 2-' 日示いよ~IN-;-~-rドム-6-TN~~-N~.-8丙J
多

豆

類 i B 2.5 2 5 2 8 

類 3.5 3.4 4 6.5 6 3 

ノ、- 2 2 4 

キピ 1.5 4 1.3 

薯 856 746 587 885 533 426 

事惨 30 部 16 2o 22 18 

， :Jシ 3 0.5 3 

ソ

.0 

.5 

1 

309 

23 

ナ

鈴

一

一

イ

馬

燕

ト

3 9 

間 I266 

1.5 

デントコーン，牧草，野菜など収穫量を正確に捕捉し難いものは省いた.また，豆類やト

ウモロコシの中，青刈したものは合まれない.単位は豆類，空手:類などは4___1.怯，燕姿は5斗怯

である.馬鈴薯はとの地方では 16貫怯が普通で・あるが，北海道全般の慣例に従って 15貫怯に
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換算した・

主なる作物の反営牧量は姿勢i(視委が多い)は2-4怯，豆類(λ:Xiが多い)が2-3怯， ソパ

1怯， イナキピ 3怯， 馬鈴薯20-40依，燕萎5依内外である. 階居がf旦-い農家ほE反首牧量

が少なくなる傾向が見られる.

号たに農業収穫の商品化の欣況を見る. ヨ菜類， ソパ，イナキピ，デントコ{ン，牧草等は大

部分自家泊費されるに封し，馬鈴薯の大部分は販買される.農業現金牧入の過牛は馬鈴薯販買

代金である.燕萎，豆類(主として大豆)がj馬鈴薯についでいる.農業生産物の販頁fZ:を示すと

第 15表の如くでるる.

第 15去の馬鈴薯はすべて政府への供出分である. 馬鈴薯の供向は殆ど澱粉の形で行われ，

離粉1袋(12貫)につき原料馬鈴薯の量が一定されている. (乙の場合の澱粉製誌は澱粉工場が

政府より請負う)例へば1袋 4.5怯とすると， それ以下の量で澱粉1袋を製諮問来る場合は賓

際に澱粉原料として提供した馬鈴薯の景は政府の名n的供出量よりも少なくてすむ・とのため，

第 15表農業生産物の販質量

(~t 果〉 単位俵

命懸~I No. 1 1 No. 2 1ぬ 31No.4/恥 5/肋.61蜘 71 NO.81ぃ|蜘 10
j 主辞 類 2 一 5 一 一 一 1 一

立 類 8 7 11 12 1 1.5 4 一 0.3 

ソ ノ、a 一 一 一 一 一 2 一 一 一

馬 鈴 華事 1，360 1，363 1，300 870 240 308 385 297 280 312 

務 ヨ辞 35 25 25 25 4 2 一 一 7 一
トウモロコシ 2 1 一 15 一 1 2 2 1 0.3 

i駿 粉(袋} 12 一 20 5 却 3 17 15 一 一
そ 直〉 他 一 一 一 牧草若干 一 一 一 一

誌減粉1袋は 12貫.

品主割問r-N~. .~~-r 一点-;---1 応5ト… ふ云一一弘正

1 

馬鈴薯 900 800 607 560 355 258 

務 重厚 40 21 15 18 9 11 

トウモロコシ 3 2 3 1 

灘 粉(袋) 30 10 15 15 

そ の 他
アマ，テン アマ アマ，テン アマサイ，牧草 サイ，牧草 アマ，牧草



首里担INo. 1 I No. 2 No. 3 1. No. 4 I恥 5 I No. 6 I No. 7 I No. 8 I No. 9 

トウモロコシ

澱粉(袋)

その他

19 

アマ

2 

55 20 19 

アマ

供向貴が牧穫量とえ主のない場合や，牧穫量を上廻るととがある.表中の澱粉販買景は手持澱

粉の供出外販費で・ある馬鈴薯を大量供出してな沿且つ澱粉を販賓出来るのは上速の澱粉製造

の際の公稿収率と貰際収率との差にもとナ・くのである. な沿第 15表には物々交換のものは含

まれない.(澱粉と米との交換がかなり行われている.)

農業収穫の商品化率はすべての作物の牧穫量をIE確に捕捉出来ないために明確にするとと

は出来たいが，階居が高くなるに従って商品化率が高くなってゆく傾向が見られる.例へば馬

鈴著ーでは陪賢の高い北g及び大曲が夫々 71%，及びi6%であるが，母子型は 48%である.(澱

粉を含まない.)

6. 農家牧入

農家の現金牧入を家高，耕租，林業賃努働及びその他のi投入別に見ると，その金額は第 5

去に示した通りであるが，とれを農業(家高と耕開の合計)，林業賃努働及びその他の牧入別に

比率をもって示すと第 16表の通りである.

第 16表 農家現金救入比重経

五竺竺|竺1INo.2 1 No~I No.土|竺剖玉 61 No.土'-~o. 8 I No. 9 I No. 10 

出ii::1211;lii|12|:I100 
計 |瓦MI五:0-1元:0-1瓦o.olwよ~I-;;ぷ|附|川河日;訓示干

〈犬曲〉

品:竺空L_竺土J_~竺_Lーや~__J_. NO __ 4_J_ No. 5→ _1__l¥TO.6 
農業牧入

林業賃牧入

100.0 82.0 

9.8 

95.0 76.1 

2'.l.7 

三GDilI!.GD旦L一三一 8.2 5.0 1.2 

計|削 1 1ω01 1側 l100.0 100.0 

43.0 

54.5 

2.5 

100.0 
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日開昨=-yt|す日日日
計一一一I--u…l…一 !…~--I ~~O.~ -T~…-T-;…-I~… 1--;…F…τ 
第 16表によると， 北阜の No.8，No.9の例外を除くと階層の高い農家ほ左農業収入の比

率が前i く，階厨がf正くなるほど，j:~-xミ及びその他の収入の合計の比率がたとなる傾向がある.農

業牧入が林業及びその他の収入の合計ーよりも少ゑいのは大曲 1戸，母子里2[1でいす=れも最下

厨I'r:属する農家である.林業賃牧入の比率は林業賃労働κ従事する農家に沿いては 10%内外

より高きは 50%に法する.す:土子mに限って見ると，(.各戸とも林業労働に就努しているので母子
里をとった.) 林業賃I投入の比率は階居毎に著しい差異はない様であるが， No.7の例外を除〈

と下層ほど増大するととがうかがわれる.第 5表によると金額は僻厨の高いほど多くなってい

る.

第 16表を慨翻すると北担， 大助では母子息に比して農業般入の比率が正:j¥，林業労働に

就持する農家でもその比率は 1戸の例外(大曲 No.G)を除くとすべて70%以上である.母子里

は 709杉以上の農家は9戸中 20にすぎない.

農家牧入を第 5表に示Lた所より更に細分して再掲すると第17表。如くである.

第 17表中，農産‘物責却代のた部分は馬鈴薯の供出代金である. 副業，特殊職業の中には

殺n手首などが合まれている.

.17表 農家現金救入(再掲)

(北 B.) 単位 100闘

お竺空~I亙E工厄I~竺|竺土恒三|竺三|竺二三|竺二三匝~N~
馬賓却代

その他
家帝救入

4∞ 650 

200 

農産物質却代 I7，343 I 5，952 
搬粉賓却代等 329

1，308 1 ]，583 I ]，勝。林業賃Jlk入

副業
特妹戦業

130 I 700 I 130 I 650 

その他貨救入 350 330 

110 

1，837 

500 

879 

1，746 

114 

210 

]，511 

440 

60 I 705 

]，781 1，207 11点。3

375 

660 

計 17，802 I 8，710 I叶叫判別2，656I 2， 1白 1 1，20~竺63
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¥¥農家番披 No唱 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 No. 6 
塑型一二二下ミL一一十一一__1______~______________ ~______ 
馬質却以外の
家脊牧入
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1. 農家支出

農家の現金支出は家者，耕・析，林業及ぴ家計-の 4支出に大別して第5去に掲げた.階暦の

高い農家ではとの 4支出のうち最も多いのは耕穂支出であるが， ~持厨が低く友ると家計支出が

他の支M~ よりも多くなってくる，林業支出はかなりの額に建するが，とれは先1'Lill;ぺた如く林

業粧替のための支出を意味するので、はたく，林業努働に就努する際の道具費，飯場費及び家斉

飼料代であって，そのうちの大部分は本来は家計費及び家蔀支出などに合まるべき性質のもの

-C'ある.

収入の場合と同線ILtj'c !)去に示された所を比率によって再掲すると第18去の如くである.

農業支出の比率は下厨になるに従って少なくなり，家計支出は下暦になるに従って多くた

る・ i休業支出は 10-20%内外が普通であるが，多きは30%に建する.

北Ai及ぴ犬同jでは農業支向が約 60-30~ó であるが，母子里では約制-20% である.



(225) 

第18表農家現金支tH .1:七索
(;(1:足) ~五

日見ヂザ1No. 1 1 No. 2 I No. 3 I No. 4 1 No. 5 1 No. 6 I恥 71凶恥8|川恥9I同川川N恥川仏υ]00 
一l主点亙云正|云一云一ム;瓦訂一瓦瓦一-r云函一了瓦;礼5パ石7下i訂
林業支出| 一 I 10.7 I ]は2.3
家計支出 I44.4 I 27.9 36.9 
100.0 1 ]0…I 10{).0 i

 
一一一三ロ

;;;lZ:;|ぷ|ぷ I68.3 I 57.0 I 71.7 
I---;-~O.o--I …。 I~ooム r1ω o 11…1-;…I ]00.0 

28.3 

側

一

ω
一
川

恥
一

f仰
い

一

側

一

制

一

則

一リイペ
J
J
J

一
恥
一
山

4
・

ι
一
剛
一

一川一
1
1
1
1

尚

一

郎

一

的

一

則

一

町
一
一
一
一
出
一
山
山
山
山
一
一

三
農
一
一
一
れ
れ
れ
一
計
一

¥
別
一
農
林
家
一
一

¥

種

一

一

一

通更雪竺?二吐N竺JNo三Iト!亘竺;己 No.う?竺I~竺|竺0.9
農業支出 43.1I 40.1 I 29.1 I 29.9 I 毘oI 30.9 I 19.8 I 29.5 I 
林業支出 26.2I 13.4 I 23.2 I 14.4 I 16.7 I 18.1 I 4.4 I 31.2 I 
家計支出 30.7I 46.5 I 47.7 I 55.7 I 60.3 I 51.o I 75.8 I 39.3 I 
一子-11 ._00_.0--'--示Jl示MI而~I~ωo 1 100.0 '1両 J而.0-11…:τ 

家系，耕和，林業及び家主!ーの各支出額を細分して再掲すると夫々第 19，第20，第21及び、

第 22去となる.

第19表家帝支出(再掲〕
(北星〉 車位 100囲

辺正空間 No.1 1 No. 2 1 N仏 3Iふ可…~T日0・ 61 No.7 両可… I~~.~

J話三l;2[2112ljil:;|引引五
二子二[~正唖J=697r竺ー_1_瓦[~2~[2~l日 59日竺士

F杢平 No.1 下よIふ.3 'No. 4-r-No.5_1~竺

一弓J--1--2昭一 l二竺二仁王工~2__  1 畑一 713
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。;土子!J!..)

飼料費

家帯購入費

その他の家南費

計 397 

月02I No31竺:土i竺
40 

507 220 176 60 

家高支Itiのけ 1 ，飼料費は主と L て~~2薬及び藁の購入費であり，購入された家系は馬，緬羊，

豚などである.その他の支向には診療費，装蹄費，馬具費主主Eが合まれる.家者購入費とJ馬具

費は固定資本的支出で簿記上の損費すなわち経費的支出ではない.

耕柿:支IHのうち，農兵購入修正札納犀等建築修珂.及び土地改良のための支出は上記家斉購

入費や馬具費と同様大部分が閲定査本的支出である. とれらは何年間か使用するもので，減債

償却すべき性質のものである. との調子Eで、は先に述べた如く，農家主三休と Lてのl炊支を見ると

とを東監とするため，また減慣償却のための資産評憤，耐fli"ド敢なEが困難であるため，支出

を組.体としてとらへている.同定資本分の支H¥がかなり行われているととが第 19去及び第知

表によって推察される.

その他の経費的支出すなわち，肥料，薬剤，柿首等の購入費，動力費及び雇傭賃金の巾で

は肥料費が最も多く支出されている.農業勢働力を雇傭する農家では雇傭賃金の額が大きい.

(臨時の通いは霊食付が脊過である.)

.加表耕禄支出(再調)

(;Jt 足〉 単位 100関

手門戸需1No.1 1ぬ 21尚 3I No. 4 1 No. 5 I No. 6 I No. 7 I恥 8I No. 9 I No. 10 
農具購入修理 87 230 83 557 188 36 220 

納築犀修 等
建 王聖 一 一 222 100 35 

土地改哀 120 一 62 40 20 20 

肥料購入 407 586 739 570 299 193 245 230 131 133 

農薬購入 73 35 84 70 27 20 54 30 14 

種苗購入 101 21 16 100 19 25 7 11 15 2 

動 カ 費 一 4 6 

雇傭賃金 455 665 193 613 64 

公布1公認 1，945 ]，880 1，737 379 367 137 240 177 153 187 

作 料 ‘2 4 3 2 2 ‘2 3 2 2 

諸寅搾金 155 76 67 38 32 56 44 27 36 

計 |山¥3，511 ¥ 3，213 I丸373 ¥1， 451 810 574 358 438 



〈大曲〉

五件竺~I No.1 

一一辺占] ω 
納屋等
建築修理
土地改夏 1. 10o 

肥料購入 600

農薬購入 168

種苗購入 30

動力費| 鈎

雇傭賃金 1印

公組公課 1，979
諸責措金 o
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NO.2 

110 

100 

6o 

o34 

127 

8o 
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 1，4出
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No.3 

60 

300 

144 

16 

10 

1，044 
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No. 4 No. o No.6 
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328 

844 826 

〈母子里〕

語草野I~~~Iトfu:-2-T雨戸工I No.5丁目~~I瓦可雨トぶ
農具購入修理

納屋等
建築修理

土地改夏

肥料購入

農薬購入

種苗購入|

雇傭賃金|

公租公認

小作料

諸賀拷金

501 

178 

56 

5 

]30 

607 

2 

21 163 

60 

154 

24 

33 

365 

37o 

却

m
M
M
H

34 

1ω 
117 

32 

20 22 
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0
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H
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l1，剛|肌|回7I附|制 Io岱 229 I 12o I 157 
2o 

237 5

2

7

 

kυ

唱

A

公租公課を耕極支出の rj~に合めるととには問題があり，むしろ摘立の項日を作って農業支

出や家計支出と割当;とするのが通常であるとも考えられる. との調子tの場合，公租公識の過午

をr1iめるのは農業所得税及び地租家屋積(現在の固定資産税)などでるり，大部分農業経営に樹

連LてP.JIt認されるので，便宜上耕括支出のIjlに力nへたのである.その額は極めて向く，耕穂支

出の各項thや第 lf立である・

北JA及びほ了・盟は小作料の支出を要L，大曲、εは要しないが，地租はえ曲のみ要し，北畠i，

母子里でi主要[ない. LかL，小作料は砂iめて小額で、あり，地帯iも1!:{I'にみられる校友比草:は

すでになく公租公課では農業所得税が依も点要でるる.故に杭iぐ農家であるか否かにより，小

f'f-Hと地租の支出に2ti異は生-rるが， それは史家支出土iJと:~Aりな重要性をJizたない.

‘' '" 
25 
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林業支出はさきにのベた如く大部分食費等の家計費及び家畜飼育費に含まれるべきもので

あるととが第21去によって明らかである.

家計支出のうち，文化衛生費は敬育，街生，娯柴，交際，信仰及び

他κは光熱費，寄附金等が合まれている.食費は主食の大部分を自給或は交換するため，比較

的少たい. 1-く料費や家具費に相営の支出がなされている.

道具購入修理

飯場代

嗣料代

計

第 21表林業支出〔再編)

単位 100園

900 I 943 I 936 I 698 81 1ω 

孟窒雪号「五71 1 N0.2 No.3 N仏 _4Iし竺土 No.6 

1l i l ili lz|二 l12
十五一一「三一「ム I----~-I~，… ，---=--r-1ム

瓦豆雪lhl竺土|下竺1F司子三[空L~ιl亙I-N~ 9 

z z:lZ1;:|川 ::12:lJo-
一一計-l--…下正r-770--I-~

…
--1
520 -[~~]_ ~-I瓦 J--;6~

策担表

(北星〉 単位 100闘

ゐ1空宇1No. 1 1 No. 2 1 No. 3 I No. 4 I No. 5 I No. 6 I No. 7 I No. 8 I恥 9I恥 10
食 960 525 829 532 516 460 750 750 84 252 

衣 料 加。 1，∞o 780 4∞ 100 600 200 200 300 100 
家 具 資 190 60 274 33 168 28 15 42 

文化衛生費 691 tお5 312 643 228 95 398 276 367 421 

暗主f品費 273 150 375 180 20 140 ]00 69 40 240 

そ rD 他 88 148 189 40 33 40 45 5a 

臨時出資病気 法事 /Il~ 法事 20 法事
300 70 80 50 泊

-Ji-逼 -1 2，33~ 
1_ 
2，839 
I玉78 1三97 1_~~523]可]下示日-'2，108_



一一同
食

衣料費

家具費

支化街生費

費
ωω
臼

m

q

O

9
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胃
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No.3 No.6 

352 

300 

340 

300 

48 

239 

4伺

180 

463 

557 

晴好品費 25 210 

その他 50 336 

臨時曲賞|結婚 600 十法事 300

計 2，078ω

249 

300 

170 

142 

60 

30 

320 

427 

60 

299 

32 

42 

951 1，180 

85 

102 

90 

50 

35 

161 

978 1，123 

一長ぎヂ「五ri.-~lい司一点云 r No. 4 / No. 5 / No. 6 I N仇 7 / No. 8 / No. 9 
食費

衣料費

家具費

支化衛生費

晴好品質

その他

臨時出費

370 

600 

30 

218 

60 

74 

565 

500 

290 

271 
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一
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一

片

Jι一川一
3
2
匝

230 

125 

計 1，352 1，981 

570 

780 

524 

8ω 

232 

452 

523 

239 300 

94 116 

30 

8.牧支劃照及び貯蓄

昭和 24年度中の農家の現金収入及び支出は玩越の通りであるが， 収支を封照Lてその差

引を見ると先に第 5去に示Lldmくである.赤字農家は北昼2戸，え曲2戸，母子里1戸で中

居)'./至下屠にあらわれる・赤字額は約 1，....，4高闘である.黒字額は最高，北星 No.4で 20高闘

に建するが 10高l剖以下敷荷闘の農家が多い. 農業収入のみで支出をまかない得たのは北足 3

戸，大曲 1戸にすぎない.概ね最上厨に属する.他。農家は林業及び、その他の牧入によって黒

字となっているにすぎない.農業収入と締.支出との差額は第 23去に示す虫nくである.

第 23豪 農業救入と総支刑の差額

く~I: 星L) 単位 100闘

五五主張|点 1/N~. 2 Iふ 3rふ 4/--No.5/ No (j-rNO. 7 -/ N

…
rNo:-~-/…一

一金 額|錨 /-2，030/ 制下 82卜叫-

(大曲〉

農家番競 INo.l I No宅 No.3 

金 額 1 30 1 一蹴 I - 45 

No.4 

-1，527 

NO.5 NO.5 

-304 -2，480 
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〈母子里〉

農九品-'No. ~-' N~:王恒三(主日亙互;ヨ王。;三;恒土恒土
金 額|一側|附|一側 |-1，1211 -1，292 1 -ω二竺|-判-533 
との去は林業支出をそのまま家計費と同じ様に扱って作ったので，正確ではないが，農業

収入のみで器、支出をまか危うととは一般に困難でるるととを示すには役立つと思う.

農業牧入はどの農家でも農業支出より大である. 林業牧;入と林業支出との差は第 24去に

示される.

第 24表林業Jik支差額

〈北星〉 単位 100囲

竺竺竺lNo.1 1 No. 2 1 No. 3 I No. 4 1 No. 5 1恥 6I恥 71恥 81 No.91恥 10
金額-1側|脇|似 1181 1 129 I一|一|一|一
議:.No.7は林業牧入なしに支出のみである.

瓦九五-I~ …工7ードム.2 [て厄-l-ーや土-l NOB | Na6 
額下J1 367 I ω | 一 | 

竺型 1No.l川0・2 1 No. 3 I No. 4 1恥 5 1 No. 6 I No. 7 1恥 81恥 9
金額 19413941 胤 I463 1 抑 1 320 I 65 11師 1311 

とれは林業努働に従事して家庭に持ち師り得る金額を示している. との額は農家の現金経

済にとってさほE大きいものではない. しかし先に述べた如く林業支出の中には飯場代及び飼

料代として支梯われた部分が最も多いのであり，林業労働に従事しない場合，それがそのまま

食費や家事飼料費と怠って農家経済に現金支出となってあらわれるとは云へないが，家計費や

家音飼料費の節約にたるととは明らかである.林業第働就勢の動機は主として家計補助及び農

閑努働力の利用であるが，それとともに家計費や家畜飼育費の節約を意闘しているととがうか

がわれる.賓際に林業努働就勢の動機を質問したのに際L，馬飼いと答へた者が非常に多かっ

たのである.(大部分の農家は馬持ちで就努している.第21去の示す通りである.)

*に貯蓄のAA況についてみると第 25去の如くである.昭和25年3月現在.

殆，!:，各戸とも貯金を[ているが，最も多いのは却再li誌を越える. 借金のあるのは 1戸

にすぎない.貯金の開類は郵便貯金，信用組合預金，協同組合作株金等である.
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.25表貯蓄
〈北星〉 単位 100閤

農家番競|恥 11 No. 2 J No・31恥 41 No. 5 1 No. 6 1 No. 7 1 No. 8 1 No. 9 I恥 10
金額 11ω| 問。|明。|酬 1100 1 327 1 450 I ]∞ 1 40 1 100 
〈大曲〉

農家番披|

金額|

No.4 

350 

誌 No.6は借金である.

五時l-N~-ふ瓦|瓦三一両工「ふ 5い示1い瓦同:五I…
額円子円rol瓦戸一ρぷ什wl-s可7瓦Tffi一両「

V 農家経済調査の線括

前章I'L.jないて述べた農家経済調査の結果を総括して，各部落及び、各階居を封比してみると

ととする.階居I;i:の比較は母子里の場合についてのみ行った.母子里に於ては調査農家の殆ど

全部が林業及びその他の賃努働に就持するため，各戸に極端な個別的偏差が見られないが，北

星及び大曲では調在農家の牛車支が林業労働に従事するに過ぎや，比較的大きい個別的偏差を含

む少数の事例を機械的に平均するととが無理で、あると考えたからである.

(lJ 1戸営りの家族教，擁{動能力については各部落とも大きな差は見られない. 主財~"面積及

び大家畜頭数では大曲が最も大きく，母子里が最も少ない.作付率，現金収入及び支出は北星

と大曲は大差はないが，母子毘は前2者に比してはるかに小さい.

ムヂ|竺十 1-~~~0-r;ぜ唖i空五三1-;---;l~1i~tl
星 I8.2川 3.6人I61.7反I1.6頭 i蹴 μld国 4，百 i

犬 曲 7.7 ・ 3.9

3.3 

68.2 

41.2 

2.0 

1.0 

82.6 

67.7 

4，341 

3，177 

4;宮95

2，868 

46 

309 母子息 9.0 

凶 作付面千六の約牛分は .~.g鈴'*で、ある.高安がとれに失ぐ.部落勾:I'L.は顕!~な主異は見られ

ない.附隆信，iLJi!.ると， ""f"屠ほどよ!J鈴持や燕萎の{けよ割合が少なくなり，委類，豆類， ソパ，

イナキビなどの食用作物(殆ど自家!日)の割合が多くなる傾向がある.
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第 27表 部落別，階層別作付朕況

(部落別) % 

Fι~I竺!竺[引刃2Fち-Er空j竺I ~ 
j子iljjljiljjl引:;liJjjijl::l:;;lj;:liij
(母子皇内階暦別〉

階層別

上 (3戸)

中 (3戸)

下 (3戸}

1.3 

8.9 I 4.9 
9.'7 

100.0 

1帥'.0

100.。

(31 労働力の投下扶況についてみる.経替面積の大なる農家(土居)或は家族持働力の少ない

農家に於ては民鈴薯収穫期たる 10月に臨時雇傭勢働力を使用する. 北Aは10戸中 5戸， 大

助は 6戸中 3戸，母子皇は全戸が林業賃労働に従事する.

自家持働に限って，その配分AA況を部落別に見ると，北星と大曲では顕著な差異はないが

母子旦は前 2者に比して自家農業に従事する日童文の割合が少なく，林業努働及び、その他の賃労

働に従事する割合が多くなっている.母f.里内の階居別に見ると，自家農業は上，中で差がな

く下厨で著しく少たくなる.林業賃努{動では一定の傾向は見られないが，林業賃労働にその他

の賃労働を)11¥へたものは下騒が著しく大となる.

第 28表 部落別，階暦別自家労働配分朕況

(部務別) % 

部落別
自家農業 林業賃労働 その他賃労働 自家薪切

:11: 星 84.'7 9.2 3.3 2.8 

大 曲 81.'7 8.'7 5.1 4.5 

母子旦 '71.5 16.5 9.3 2.'7 

計

(母子里内の階層別〉

1∞.0 
100.0 

100.。
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(4) 労働力投下:!IJ¥況を月別に見ると馬鈴薯牧穫期及び澱粉製遣期?とる 10月に最大のピー

クがある. 北星及び丈曲に於ては10月の投下量は2-3Hの3-41去に建するが，母子里では

林業賃努働の故に 2倍にすぎたい.c第 10表及び第2同参照).

(5) 土地以外の生産手段，すなわち，家畜，農器具などについて見ると，民，プラオ，ハロ

ーたどの主要な生産手段については母子里が他の 2部落に比して劣っている.その他の家畜及

び道具については各部落とも』三差はない.階厨別によLると，民，プラォ，ハローについては下

居になるほど貧弱で、るる.

第 29表 部落別，階居刻家畜飼育朕況 (I戸賞頭数〉

く部落別〉 く母子里内の階居別〉

ぷ貞子~I S毒 |緬羊| 豚 鶏 階~¥居~別 ¥ 幸重JJO[

'" |緬羊| 豚::It 星 1.6 2.4 0.4 5.7 上 (3戸) 1.3 2.7 2.0 6.0 

大 曲 2.0 2.8 1.5 6.7 中 (3戸) 1 1.7 1.0 3.7 

母子型 1.0 2.2 1.3 4.0 下 (3戸) 0.7 2.3 1.3 4.3 

第 30表 部ー溶剤，階層別農具所有朕況 (1戸賞〉

(部落別〉

--¥~  種別| →・ニ~
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(6) 農業牧穫の商品fヒは比較的進んで、いる.北韮及び大rlaでは馬鈴薯の大部分，豆類，燕姿，

トウモロコシの約午分が換金される.母子里は前2部落に比しその商品化率ははるかに小さく，

自家食料にむけられる若手類， ソパ，イナキピは殆ど換金されない.階厨別に見ると， .UJ鈴著で、

第 31表 部落別，階暦別農産物商品化事

(剖Ua:別) % 

~¥¥種別|多類
部滋別 ¥-[  

北星

大曲

母子里

16.2 

"1:1.7 

豆類| ソパ|イナキピ|麟薯|燕多|

6.2 

94.7 

82.1 

58.7 

4L5 

57.0 

6.7 

57.1 

48.1 

16.2 

49.1 

60.4 

25.。
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(母子里内階暦別〉

種別|
階暦別¥ | 多類

上 (3戸)

中 (3戸)

下 (3戸)

ソ パ |イナキピ| 馬鈴薯

63.2 

61.8 

35.6 

海軍陣
トウモ

ロコシ

66.7 

詮.馬鈴薯の場合， i巌粉の1袋を馬鈴薯4俵として換算している.

は下屠の商品化が上，中居の竿分ぐらいである.

(引母子里tL;J;;-ける農家現金牧入の中，農業収入の11;める割合は他の2部落よりも小さく，

林業及びその他のJ投入の割合は他の 2部落より大でるる.北星と大曲では大差はない.階居別

に見ると階居の正~jいほ E農業牧入の割合が大きいが，林業賃牧入では階居持tL大なる差はたい

が，との場合下厨に属する No.7は林業賃牧入7%にすぎないがNo.8，No.9は夫々 49.4%.

27.6%である. No.7の例外を除くと下厨ほど林業賃収入の割合は大となる傾向があると言へ

る.その他の般入の比率は下厨ほ左大となる.

金額でみると，陪厨の高いほど林業貸牧入の額は多くなる.

(部落別〉

第 32表 部落別，隠居別農家現金牧入比率

く母子里内階暦別〉 予五

G~l農耕作業支 I!設|計
;Jt 1il. 

大曲

母子里

1∞.0 
100.0 

1帥.。

上 (3戸)

中 (3戸)

下 (3戸)

1ω.0 

1∞.0 
100.。

(8) 農家現金支出を見る b，母子里が他の 2部落に比して農業支出の割合著しく小さく，家

計支出の割合が大である.北担と大曲では大曲が農業支出多く家計-支出が少ないが，その差は

小さい.林業支出は母子里が最も大きい.

階居別に見ると，階居r白iいほど農業支出多く，階居低いほE家計支出大でるる.林業支出

は上屠ほど大である.

第 33表 部f封。，階暦Jld農家現金支出比率

く母子里内際暦別〉(部落別〉
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(9) 現金牧支を封照すると赤字農家は少ない.下屠及び中層にあらわれる.農業牧入のみで、

総支出をまかない符る農家も少ない.大部分の農家は林主及びその他の牧入で黒字となってい

る.各部落とも同様である. (第23表，第5表参照).

(101 林業牧入より林業支出を差引いた残り，すなわち，林業努{動に従事した者が家庭に貰際

に持ち蹴る金額(1-6高岡)は農家現金経済の大いさ(現金収入 20-90高liI¥)に比してさほど大

きいものではない.林業支出は大部分飯場費と飼料代でる t，とれは本来家計費と家畜飼育費

とに属するものである.それ故，林業努働就勢の動機は現金獲得ーによる家計補助，農閑勢{動力

の利用であるとともに，家計費及び家斉飼育費の節約の意味も深いと思われる.

結言

北足，大曲及び母子里の部落について，その農業経費の僚件(位置その他の環境， 土地，

その他の生産手段)勢働力の配合註び、に投下欣況，農業牧穫の商rfMヒ率， 農家現金収入及び現

金支出などを比較してみると，北星と大曲では殆E顕著な差異を見出すととが出来たい. J炊支

差額及び貯蓄額などに沿いてはむしろ北星の右がすぐれている.母子里は農業経費の保件に沿

いて前2者より可成り劣って治り，勢働力投下配分航況及び現金牧入の面に沿いて林業賃努働

との関連が前2者よりもかなり深い.母子里と北星，大曲とのとの椋な差は母子里が林内植民

農家の部落であるが故であるという説明は北星もまた林内植民農家の部落であるととから直ち

に否定される・ との禿異は母子里が森林の近くに存在し林業努働に従事する機舎にめぐまれて

いるのに封し，他の2者は母子里に比して森林との距離がより遠く，従って林業労働の機舎が

少ないととに基いていると考えるととが出来る.

北jZと大曲では好le禿がなく，むしろ北担が農業的にすぐれている酷も少なくない.との

雨部落は北海道の農村としてはむしろ上の部に屈するものである. との椋主主事-賓tz:照して考察

すると林内植民農家と一般農家の賓質的な芸異，すなわち，農家経済の内部より見た:-jll~異は殆

Eないと言い得る.

林内杭民と演習林との事liてFつきを見ると，母子里では殆ど全戸が演習林事業に従事し且

ワ演習林が需要する努働力の大部分は母子里より供給されている. との賄より見ると，潰脅林

と杭民農家とのったがりは深い様である. しかし一方に沿いて，北足を見るとその林業努{動

就嬰の航況は大曲とほとんど禿異はない.北且よりj良子守林事業に就努する者は殆どなく，林業

に封する就努は大曲と同様岡千f.H:1'fI-~~に封するものである. ととでは北庄が杭民部落であるが

故の演習林との結びつきは形式的に農地の貸借契約が存在するほかは何も認めるととは出来た



(泊め

い・母子里が演習林事業と結び、ついているのは母子里の位置，す主主わち，森林に近く展開して

いるととと演習林に森林事業があるととに基くものである.演習林はまた，事業の分量が多い

場合には→立農家からも努働者ーを募集する.

林内植民はその創設の営初，勢働力確保の困難であった時代にはよくその設定の趣旨にか

たったものでるったと推察されるのであるが，現在で、はその意義は失われていると言へょう.

一般農家と植民農家とを分つべき経済的特徴はすでにない.

川島三二氏養は昭和 11年，天堕.第一演習林の林内植民を調在して，その結論の中で「若

Lも労働供給の闘滑を期するための植民設定なれば，共意義は消失していると云い得るJと述

べている.

天臨第一i寅子守林に沿いて昭和 11年に指摘された事柄が雨龍演習林に会いても指摘された

のである.

母子里を林内植民農家の部落ぜあると否とにかかわらす0:;，森林の近くに展開する部落と見

るととが前速した所で許されるであろう.母子里を森林に近い部落の代表と見，北星，大曲を

比較的速い部落の代表と見る;号沿，森林に近い部落の農家経済はその努働力の配分脈況，農家

現金収入に沿ける林業努働賃収入の比東'td..e.'にたいて森林に遠い部落よりも林業努働に特接に

闘連していると言い得る.

また，農家経済に沿ける林業努働のとの校友閥連は 1部落内では下府農家ほけi接である

様に親祭される.

養川島三二，前鍋書.
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Resumる

In Hokkaido， the forest colonization system has been carried out from an early time for 

the purpc陪eof obtaining a constant supply of forest labourers. But， it seems that the significance 

of forest colonization has fallen off gradually， as developments have advanced and population 

has increased. Nowadays， the most part of forest labour is supplied by farmers. Therefore， 

farmer's economy is closely concerned with forest labour， without considering whether the 

farmers are forest colonists or not. 羽Teselectedtwo villages which were colonized in the Uryu 

experiment forest and an ordinary farm-village in neighbouring district， in order to study the 

present meaning of the forest colonization system and moreover to investigate the connection 

between forest labour and the farmer's economy. 

Qne of the forest colony villages (Moshiri) is located near forest and has comparatively low 

agricultural producing capacity. The other forest colony village (Hokusei) and the ordinary farm-

village (Omagari) are located comparatively far away from forest and have higher producing cap-

aClty. 

According to investigation， there can not be recognized any great differences between Ho-

kusei and Umagari， as to farming conditions， labour distribution， sale of agricultural harvest， 

cash income and expenditure and the situation of forest labour in the farmer's economy. Mo-

shiri is inferior to Hokusei and Omagari， as to farming conditions， etc. But the matter of 

income from forest labour in the farmer's economy is more significant in Moshiri. 

At present， there are no significant economic differences to differentiate the forest colonial 

and the ordinary farm-village. In general， farmer's economy is more closely concerned with 

forest labour in a village which is located near forest than in a village which is far from the 

forest. The importance of forest labour in farmer's economy is more significant for farmers 

belonging to the lower class of economic conditions than for those who are better off. 


